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紹
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春
の
俳
句
大
会

令
和
五
年
度
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

作品
募集中

自由題・題詠「 小 」

ネット投句も受付中

投句締切：令和 5 年 4 月 3 日（月） 消印有効
発　　表：令和 5 年 6 月 26 日（月） 発行
  　    入選作品集誌上にて ※令和５年７月上旬お届け

学校法人 NHK学園　俳句大会事務局
東京都国立市富士見台2-36-2　電話 042-572-3151（代表）

● 選者による選評の模様をインターネット配信します。
 配信の日程など、詳しくは 6 月 26 日発行の『入選作品集』にてお知らせいたします。
● ご投句の方には『入選作品集』をお届けいたします。
● 特選・秀作ご入賞者には賞状を贈呈。大会大賞ご受賞者にはトロフィーをお贈りします。
● ＮHＫ学園主催の令和５年度の大会で、大会ごとに「特選」「秀作」「佳作」の受賞履歴を�イント

化し、年間上位入賞ランキングを発表します。
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春
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や
束
ね
て
寝
か
す
桃
の
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NHK学園「オンライン教室」

NHK学園 「 俳句講座」　〒186-8001 東京都国立市富士見台2-36-2
TEL 042-572-3151（代） 受付  平日 9:30~12:00／13:00~17:30　

問い合わせ
申し込み先

 大会名称 投句締切 題 発表予定日 

 春の俳句大会 　４月３日（月） 小    ６月２６日（月） 

 夏の俳句大会 　６月１日（木） 火    ８月２５日（金） 

 秋の俳句大会 　８月１日（火） 成 １０月２５日（水） 

 冬の俳句大会 １０月２日（月） 写真課題 １２月２５日（月） 

あなたの目的にあわせた多彩なコースをご用意しています。

スマホ・タブレット
からは こちら!NHK学園ホームページ　https://www.n-gaku.jp/life

https://college.coeteco.jp/t/n-gaku

オンライン教室は、「コエテコカレッジ」のサー�ス
を利用しています。ご受講の際は、事前に会員登録

（無料）が必要です。

※年末年始他休業日を除く

おひとり27句を8頁にわたって掲載す
る合同句集。あなたの俳句を、全国の
俳句仲間のみなさまと合同句集として
１冊にまとめてみませんか（参加費用
76,000円税込）。

合同句集 くにたち

オンライン教室のご案内 
NHK学園 ZOOM利用  ご自宅にいながら、 学びを楽しむ方が増えています。 

スマートフォンやパソコンで、
オンライン上で開催する講座に

気軽に参加してみませんか。 

宇多喜代子&星野高士の句会コース   2023年 春の受講者 募集スタート
スマホ・パソコンから投句できるネットコース or 郵便で投句する郵便コースが選べます !

お申し込みは
コチラから

ＮＨＫ学園が主催する俳句大会の「特選」「秀作」「佳作」の受賞履歴をポイント化し、年間上位入賞ランキングを発表します。
年間ランキング１位を獲得された方には、ＮＨＫ学園『合同句集 くにたち』（令和６年刊行）に特別ご招待いたします。

NHK学園 生涯学習フェスティバル 俳句大会予定 〈 令和５年度 〉

ご投句をお待ちしております 選んで学�う！ 句合わせ講座【春】
放送テキスト『NHK俳句』で好評連載の、俳人・西村
和子さんと元番組司会者でエッセイスト・岸本葉子さん
による「誌上句合わせ」の公開講座。どちらが秀句かを
選び、その理由を説明することで、俳句力と鑑賞力を身
につけます。句合わせの作品は受講者から募集します。

講　師　岸本葉子・西村和子 受講料  3,300円
日　程　3/31　
時　間　14：00～ 15：30コロナ禍の俳句  2022年を振り返る

2022年度の『NHK俳句』の選者を務められた星野高士
さんと髙柳克弘さんによる対談講座です。お二人の印象
に残った特選句の講評と「類想類句を脱するには」を
テーマに、俳句を語っていただきます。

講　師　髙柳克弘・星野高士 受講料  3,300円
日　程　4/5　
時　間　13：30～ 15：30

小島健の俳句実作オンライン教室
名句鑑賞と添削指導で実力がつきます。丁寧な添削で初心者の方も安
心して俳句をじっくり学べます。

講　師　小島　健 受講料  12,000円
日　程　3/16、4/20、5/18、6/15
時　間　13：30～ 15：00

西村和子のようこそ、ZOOM句会へ
西村和子さんの直接指導が受けられる人気のオンライン句会。講師の
選句と丁寧で分かりやすいお一人ずつへの講評と添削指導、歯に衣着
せぬトークであっという間の90分です。残席わずか。

講　師　西村 和子 受講料  12,000円
日　程　4/12、5/10、6/14
時　間　14：00～ 15：30

星野高士のZOOM句会コース
星野高士さんの直接指導が受けられる人気のオンライン句会。2022
年度は「NHK俳句」ご出演のため、zoom句会をお休みしていまし
たが、皆様の声にこたえて、講座再開！ 講師の軽妙なトークとともに、
作句のコツを学びます。

講　師　星野 高士 受講料  18,000円
日　程　5/24、6/28、7/26、8/23、9/27
時　間　10：30～ 12：00

● 年4回の投句（5・8・11・2月 各15日投句締切）
  毎回、兼題2句と写真課題に挑戦! 
● 選句（受講者による互選／6・9・12・3月 各25日互選締切）
● 宇多喜代子先生・星野高士先生による選句 宇多 喜代子 先生 

文化功労者 /日本芸術院会員
NHK学園俳句講座アドバイザー

星野 高士 先生
玉藻主宰 / ホトトギス同人
日本伝統俳句協会会員 / 鎌倉虚子立子記念館長

ネットコースの申込は
PC・スマートフォンから

 2月1日~4月28日（金）15:00まで
 （インターネットかお電話で )申込期間

学習内容



ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

募
集
作
品

投
句
上
の
ル
ー
ル

●  

投
句
作
品
は
、未
発
表
・
自
作
で
、作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
。

●  

既
発
表
作
品
・
二
重
投
句
（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・

結
社
誌
・
同
人
誌
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
句
）
は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●  

同
一
作
品
、類
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・
入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

●  

規
定
の
投
句
用
紙
（
コ
ピ
ー
可
）・ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
句
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
と
作
品
を
日
本
語
で
記
入
し

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。投
句
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

（
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い
）

投
句
要
領

投

句

料

賞
・
発

表

投 句 先

① 

自
由
題
二
句  .......................................

二
、一
〇
〇
円

② 

自
由
題
二
句
と
題
詠「
小
」一
句  ...........

二
、九
〇
〇
円 

自
由
題
・
題
詠
「
小
」

題
詠
は
必
ず
「
小
」
の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

納
入
さ
れ
た
投
句
料
は
ご
返
金
い

た
し
か
ね
ま
す
。
お
振
込
み
の
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

郵
便
で
の
ご
投
句
の
際
は 

　
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

● 

郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
、
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を

投
句
用
紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 

複
数
組
ご
投
句
の
場
合
は
、
合
計
金
額
を
払
込
み
く
だ
さ
い
。

 

証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
投
句
用
紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

口
座
番
号
　
０
０
１
９
０
　
５
　
３
３
６
８
６
９ 

　  

加
入
者
名
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

俳
句
大
会
事
務
局

春の俳句大会投句用紙
令和５年度 NHK学園

投句締切

令和5年4月3日（月）消印有効

フリガナ （ 男・女 ）
（　　歳 ）

〒

都道
府県

都
道
府
県

「投句用紙」に記載された個人情報は、今大会の運営に使用するほか、入選作品集の
作成と配布、NＨＫ学園の俳句大会、通信講座のご案内に使用します。

名 前

住 所

電話番号

大正・昭和・平成　　 　年　　  月  　　日生年月日 ※ 任意でご記入
ください。

投 句 前 に 必 ず 左 記 を ご 確 認 の う え

　 　     　印 を つ け て く だ さ い 。    

未 発 表 ・ 自 作 に 間 違 い な い

二 重 投 句 （ 同 一 作 品 を 他 へ 投 句 ） し て い な い

自 由 題 １

題 「 小 」 　 　 　 必 ず 「 小 」 の 漢 字 を 入 れ て く だ さ い 。 ※ 題 詠 の み の 投 句 は で き ま せ ん 。

● 複 数 組 を 投 句 す る 場 合 、 コ ピ ー も 可

● 楷 書 で 濃 く お 書 き く だ さ い

● 作 品 の 控 え を お 手 元 に 残 し て く だ さ い

自 由 題 ２

の
り
し
ろ

振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄

投
句
料
は
、
同
封
ま
た
は
郵
便
局
に
あ
る
払
込
取
扱
票

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
郵
便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
 窓
口
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
様
用
）」
ま
た
は「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領

証
」の
コ
ピ
ー
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 A
TM
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
様
用
）」
が
出
ま
せ
ん
の
で
、払
込
日
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　
　
　
  払
込
日
　
　
　
 　
月
　
 　
　
日

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

● 

投
句
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま

せ
ん
。

● 

作
品
投
句
し
た
時
点
で
、
投
句
上
の
ル
ー
ル
・

本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

● 

選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え

で
き
ま
せ
ん
。投
句
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。

● 

入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
等
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 
本
大
会
関
係
者
は
投
句
で
き
ま
せ
ん
。

● 
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、個
人

情
報
保
護
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、取
得
の

際
に
示
し
た
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
利
用
し

ま
す
。お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護

ポ
リ
シ
ー
を
記
載
）。

応
募
上
の
注
意
事
項

　
　
　必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

「
大
会
大
賞
」　
　 

３
句 （
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
贈
呈
）

「
特
選
」選
者
　
各
３
句 （
賞
状
贈
呈
）

「
秀
作
」　
〃
　
各
25
句 （
賞
状
贈
呈
）

「
佳
作
」　
〃
　
各
180
句

● 

大
会
大
賞
は「
特
選
」か
ら
選
出
し
ま
す
。

 

特
選
内
定
者
に
は
５
月
下
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」

を
お
送
り
し
ま
す
。

● 

発
表
は
６
月
26
日
発
行
の『
入
選
作
品
集
』（
７
月
上

旬
お
届
け
）で
行
い
ま
す
。 

● 

投
句
さ
れ
た
方
に
は
投
句
組
数
に
応
じ
て
『
入
選
作

品
集
』を
お
送
り
し
ま
す
。

〒１８６-８００１
東京都国立市富士見台２-３６-２
ＮＨＫ学園  俳句大会事務局
【電話】 ０４２（５７２）３１５１（代表）

▼ 点線を切り宛先として貼ると便利です。

〒 186-8001　
東京都国立市富士見台2-36-2
　

春の俳句大会事務局

フ リ ガ ナ

お 　 　 名 　 　 前

フ リ ガ ナ

作 品 集 掲 載 名

右 記 と 異 な る 場 合 の み ご 記 入 く だ さ い

① 

投
句
用
紙（
折
り
曲
げ
可
）

② 

投
句
料
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
投
句
で
き
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
一
括
払
い
の
み
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

１  

郵
便
で
の
ご
投
句

 

２ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

ＮＨＫ学園が主催する俳句大会の「特選」「秀作」「佳作」の受賞
履歴をポイント化し、年間上位入賞ランキングを発表します。
年間ランキング１位を獲得された方には、ＮＨＫ学園『合同句集 
くにたち』（令和６年刊行）に特別ご招待いたします。

投
句
方
法

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
句
が
で
き
ま
す
。

投
句
締
切

郵
便
で
の
ご
投
句

令
和
５
年
４
月
３
日（
月
）消
印
有
効

令
和
５
年
４
月
３
日（
月
）23
時
59
分

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

令和４年度年間入賞ランキング１位（76点獲得）　　

福岡県　井口 冨士夫さん

寄せ書きを教卓に置き卒業す　
－令和４年秋の誌上大会秀作
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コ
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Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
句
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
と
作
品
を
日
本
語
で
記
入
し

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。投
句
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

（
必
ず
お
守
り
く
だ
さ
い
）

投
句
要
領

投

句

料

賞
・
発

表

投 句 先

① 

自
由
題
二
句  .......................................

二
、一
〇
〇
円

② 

自
由
題
二
句
と
題
詠「
小
」一
句  ...........

二
、九
〇
〇
円 

自
由
題
・
題
詠
「
小
」

題
詠
は
必
ず
「
小
」
の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

納
入
さ
れ
た
投
句
料
は
ご
返
金
い

た
し
か
ね
ま
す
。
お
振
込
み
の
際

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

郵
便
で
の
ご
投
句
の
際
は 

　
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

● 

郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
、
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を

投
句
用
紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
貼
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

 

複
数
組
ご
投
句
の
場
合
は
、
合
計
金
額
を
払
込
み
く
だ
さ
い
。

 

証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
投
句
用
紙
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

口
座
番
号
　
０
０
１
９
０
　
５
　
３
３
６
８
６
９ 

　  

加
入
者
名
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

俳
句
大
会
事
務
局

春の俳句大会投句用紙
令和５年度 NHK学園

投句締切

令和5年4月3日（月）消印有効

フリガナ （ 男・女 ）
（　　歳 ）

〒

都道
府県

都
道
府
県

「投句用紙」に記載された個人情報は、今大会の運営に使用するほか、入選作品集の
作成と配布、NＨＫ学園の俳句大会、通信講座のご案内に使用します。

名 前

住 所

電話番号

大正・昭和・平成　　 　年　　  月  　　日生年月日 ※ 任意でご記入
ください。

投 句 前 に 必 ず 左 記 を ご 確 認 の う え

　 　     　印 を つ け て く だ さ い 。    

未 発 表 ・ 自 作 に 間 違 い な い

二 重 投 句 （ 同 一 作 品 を 他 へ 投 句 ） し て い な い

自 由 題 １

題 「 小 」 　 　 　 必 ず 「 小 」 の 漢 字 を 入 れ て く だ さ い 。 ※ 題 詠 の み の 投 句 は で き ま せ ん 。

● 複 数 組 を 投 句 す る 場 合 、 コ ピ ー も 可

● 楷 書 で 濃 く お 書 き く だ さ い

● 作 品 の 控 え を お 手 元 に 残 し て く だ さ い

自 由 題 ２

の
り
し
ろ

振
替
払
込
受
付
証
明
書
貼
付
欄

投
句
料
は
、
同
封
ま
た
は
郵
便
局
に
あ
る
払
込
取
扱
票

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
郵
便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
 窓
口
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
様
用
）」
ま
た
は「
振
替
払
込
請
求
書
兼
受
領

証
」の
コ
ピ
ー
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
 A
TM
で
お
支
払
い
の
場
合
は「
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
様
用
）」
が
出
ま
せ
ん
の
で
、払
込
日
を
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　
　
　
  払
込
日
　
　
　
 　
月
　
 　
　
日

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

受 付 番 号 （ Ｎ Ｈ Ｋ 学 園 記 入 ）

● 

投
句
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま

せ
ん
。

● 

作
品
投
句
し
た
時
点
で
、
投
句
上
の
ル
ー
ル
・

本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

● 

選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え

で
き
ま
せ
ん
。投
句
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た

し
ま
せ
ん
。

● 

入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
媒
体
等
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

● 

本
大
会
関
係
者
は
投
句
で
き
ま
せ
ん
。

● 

大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、個
人

情
報
保
護
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、取
得
の

際
に
示
し
た
利
用
目
的
の
範
囲
内
で
利
用
し

ま
す
。お
預
か
り
し
た
個
人
情
報
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
当
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護

ポ
リ
シ
ー
を
記
載
）。

応
募
上
の
注
意
事
項

　
　
　必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

「
大
会
大
賞
」　
　 

３
句 （
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
贈
呈
）

「
特
選
」選
者
　
各
３
句 （
賞
状
贈
呈
）

「
秀
作
」　
〃
　
各
25
句 （
賞
状
贈
呈
）

「
佳
作
」　
〃
　
各
180
句

● 

大
会
大
賞
は「
特
選
」か
ら
選
出
し
ま
す
。

 

特
選
内
定
者
に
は
５
月
下
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」

を
お
送
り
し
ま
す
。

● 

発
表
は
６
月
26
日
発
行
の『
入
選
作
品
集
』（
７
月
上

旬
お
届
け
）で
行
い
ま
す
。 

● 

投
句
さ
れ
た
方
に
は
投
句
組
数
に
応
じ
て
『
入
選
作

品
集
』を
お
送
り
し
ま
す
。

〒１８６-８００１
東京都国立市富士見台２-３６-２
ＮＨＫ学園  俳句大会事務局
【電話】 ０４２（５７２）３１５１（代表）

▼ 点線を切り宛先として貼ると便利です。

〒 186-8001　
東京都国立市富士見台2-36-2
　

春の俳句大会事務局

フ リ ガ ナ

お 　 　 名 　 　 前

フ リ ガ ナ

作 品 集 掲 載 名

右 記 と 異 な る 場 合 の み ご 記 入 く だ さ い

① 

投
句
用
紙（
折
り
曲
げ
可
）

② 

投
句
料
の
振
替
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
投
句
で
き
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
一
括
払
い
の
み
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

１  

郵
便
で
の
ご
投
句

 

２ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

ＮＨＫ学園が主催する俳句大会の「特選」「秀作」「佳作」の受賞
履歴をポイント化し、年間上位入賞ランキングを発表します。
年間ランキング１位を獲得された方には、ＮＨＫ学園『合同句集 
くにたち』（令和６年刊行）に特別ご招待いたします。

投
句
方
法

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
句
が
で
き
ま
す
。

投
句
締
切

郵
便
で
の
ご
投
句

令
和
５
年
４
月
３
日（
月
）消
印
有
効

令
和
５
年
４
月
３
日（
月
）23
時
59
分

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

令和４年度年間入賞ランキング１位（76点獲得）　　

福岡県　井口 冨士夫さん

寄せ書きを教卓に置き卒業す　
－令和４年秋の誌上大会秀作



選
者
紹
介 

　︵
敬
称
略   

五
十
音
順
︶

春
の
俳
句
大
会

令
和
五
年
度
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

作品
募集中

自由題・題詠「 小 」

ネット投句も受付中

投句締切：令和 5 年 4 月 3 日（月） 消印有効
発　　表：令和 5 年 6 月 26 日（月） 発行
  　    入選作品集誌上にて ※令和５年７月上旬お届け

学校法人 NHK学園　俳句大会事務局
東京都国立市富士見台2-36-2　電話 042-572-3151（代表）

● 選者による選評の模様をインターネット配信します。
 配信の日程など、詳しくは 6 月 26 日発行の『入選作品集』にてお知らせいたします。
● ご投句の方には『入選作品集』をお届けいたします。
● 特選・秀作ご入賞者には賞状を贈呈。大会大賞ご受賞者にはトロフィーをお贈りします。
● ＮHＫ学園主催の令和５年度の大会で、大会ごとに「特選」「秀作」「佳作」の受賞履歴を�イント

化し、年間上位入賞ランキングを発表します。

宮
坂 

静
生

 「 

岳 

」

む
さ
さ
び
や
歳
月
塔
の
か
た
ち
な
す

和
田 

華
凛

 「 

諷 

詠 

」

花
衣
し
め
り
て
重
く
掛
け
に
け
り

家
藤 

正
人

 「
い
つ
き
組 

」

春
野
の
神
性
あ
ま
て
ら
す
あ
ま
て
ら
す

井
上 

康
明

 「 

郭 

公 

」

春
霜
や
束
ね
て
寝
か
す
桃
の
枝

NHK学園「オンライン教室」

NHK学園 「 俳句講座」　〒186-8001 東京都国立市富士見台2-36-2
TEL 042-572-3151（代） 受付  平日 9:30~12:00／13:00~17:30　

問い合わせ
申し込み先

 大会名称 投句締切 題 発表予定日 

 春の俳句大会 　４月３日（月） 小    ６月２６日（月） 

 夏の俳句大会 　６月１日（木） 火    ８月２５日（金） 

 秋の俳句大会 　８月１日（火） 成 １０月２５日（水） 

 冬の俳句大会 １０月２日（月） 写真課題 １２月２５日（月） 

あなたの目的にあわせた多彩なコースをご用意しています。

スマホ・タブレット
からは こちら!NHK学園ホームページ　https://www.n-gaku.jp/life

https://college.coeteco.jp/t/n-gaku

オンライン教室は、「コエテコカレッジ」のサー�ス
を利用しています。ご受講の際は、事前に会員登録

（無料）が必要です。

※年末年始他休業日を除く

おひとり27句を8頁にわたって掲載す
る合同句集。あなたの俳句を、全国の
俳句仲間のみなさまと合同句集として
１冊にまとめてみませんか（参加費用
76,000円税込）。

合同句集 くにたち

オンライン教室のご案内 
NHK学園 ZOOM利用  ご自宅にいながら、 学びを楽しむ方が増えています。 

スマートフォンやパソコンで、
オンライン上で開催する講座に

気軽に参加してみませんか。 

宇多喜代子&星野高士の句会コース   2023年 春の受講者 募集スタート
スマホ・パソコンから投句できるネットコース or 郵便で投句する郵便コースが選べます !

お申し込みは
コチラから

ＮＨＫ学園が主催する俳句大会の「特選」「秀作」「佳作」の受賞履歴をポイント化し、年間上位入賞ランキングを発表します。
年間ランキング１位を獲得された方には、ＮＨＫ学園『合同句集 くにたち』（令和６年刊行）に特別ご招待いたします。

NHK学園 生涯学習フェスティバル 俳句大会予定 〈 令和５年度 〉

ご投句をお待ちしております 選んで学�う！ 句合わせ講座【春】
放送テキスト『NHK俳句』で好評連載の、俳人・西村
和子さんと元番組司会者でエッセイスト・岸本葉子さん
による「誌上句合わせ」の公開講座。どちらが秀句かを
選び、その理由を説明することで、俳句力と鑑賞力を身
につけます。句合わせの作品は受講者から募集します。

講　師　岸本葉子・西村和子 受講料  3,300円
日　程　3/31　
時　間　14：00～ 15：30コロナ禍の俳句  2022年を振り返る

2022年度の『NHK俳句』の選者を務められた星野高士
さんと髙柳克弘さんによる対談講座です。お二人の印象
に残った特選句の講評と「類想類句を脱するには」を
テーマに、俳句を語っていただきます。

講　師　髙柳克弘・星野高士 受講料  3,300円
日　程　4/5　
時　間　13：30～ 15：30

小島健の俳句実作オンライン教室
名句鑑賞と添削指導で実力がつきます。丁寧な添削で初心者の方も安
心して俳句をじっくり学べます。

講　師　小島　健 受講料  12,000円
日　程　3/16、4/20、5/18、6/15
時　間　13：30～ 15：00

西村和子のようこそ、ZOOM句会へ
西村和子さんの直接指導が受けられる人気のオンライン句会。講師の
選句と丁寧で分かりやすいお一人ずつへの講評と添削指導、歯に衣着
せぬトークであっという間の90分です。残席わずか。

講　師　西村 和子 受講料  12,000円
日　程　4/12、5/10、6/14
時　間　14：00～ 15：30

星野高士のZOOM句会コース
星野高士さんの直接指導が受けられる人気のオンライン句会。2022
年度は「NHK俳句」ご出演のため、zoom句会をお休みしていまし
たが、皆様の声にこたえて、講座再開！ 講師の軽妙なトークとともに、
作句のコツを学びます。

講　師　星野 高士 受講料  18,000円
日　程　5/24、6/28、7/26、8/23、9/27
時　間　10：30～ 12：00

● 年4回の投句（5・8・11・2月 各15日投句締切）
  毎回、兼題2句と写真課題に挑戦! 
● 選句（受講者による互選／6・9・12・3月 各25日互選締切）
● 宇多喜代子先生・星野高士先生による選句 宇多 喜代子 先生 

文化功労者 /日本芸術院会員
NHK学園俳句講座アドバイザー

星野 高士 先生
玉藻主宰 / ホトトギス同人
日本伝統俳句協会会員 / 鎌倉虚子立子記念館長

ネットコースの申込は
PC・スマートフォンから

 2月1日~4月28日（金）15:00まで
 （インターネットかお電話で )申込期間

学習内容
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